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2006 年 9 月 6 日 

 

 

日立ストレージシステム、IBM メインフレーム環境での互換性および 

相互接続性において、IBM との共同検証完了 

 

日立製作所 情報・通信グループ（グループ長&CEO：篠本 学／以下、日立）は、このたび、日立スト

レージシステムとIBM社製 メインフレームとの基本機能からコピー機能など含めた拡張機能に至る互換性

および相互接続性検証をIBMと共同で実施、完了しました。具体的には、日立のエンタープライズバーチ

ャリゼーションアレイ「SANRISE Universal Storage Platform」、およびバーチャリゼーションコントローラ/ア

レイ「SANRISE Network Storage Controller NSC55」とIBM eServer® zSeries®およびIBM System z9™との

共同検証を実施しました。 

 

日立は、2005 年 5 月に日立ストレージシステムと IBM メインフレームとの互換性および相互接続性に

おける技術ライセンス使用と共同検証の実施に関して、IBM Corporation と合意しました。その後、2005

年 12 月には、日立ストレージシステムと IBM eServer ｚSeries (z800、z900、z890、z990)および IBM 

System z9（OS：z/OS® V1.6 、 z/OS V1.7、z/VM® 5.2.0、Linux for System z）との互換性および相互接

続性検証を IBM と共同で実施しました。さらに、2006 年 8 月には、IBM 広域分散並列シスプレックス

（GDPS®（*1））のバージョン 3.2 および最新の 3.3 におけるコピー機能を含めた主な拡張機能との接続

性検証を共同で実施し、完了しました。 

これらにより、日立ストレージシステムと IBM メインフレームとの高信頼・高性能な相互接続性を実現し

ます。また、IBM メインフレームでミッションクリティカルな業務を行っている、金融・通信・製造などあらゆる

業界の顧客システム環境において、効果的なディザスタリカバリの構築が可能となるほか、データセンタ

用に、日立ストレージシステムを安心して導入、活用することが可能となります。 

（*1）GDPS：Geographically Dispersed Parallel Sysplex の略。IBMのGDPSソリューションは、連続可用性およびディザスタリカバリ機能

を提供し、計画的な停止状態、あるいは計画外の停止状態（障害等）からのリカバリー手順の自動化を支援します。 

 

なお、両社は、今回の互換性および相互運用性についての共同検証を完了した検証完了レター

(Letter of Qualification)を発行し、以下のWebサイトに掲載します。 

日立： http://www.hitachi.co.jp/Prod/comp/storage/diskarray/tech/connect/usp.html 

IBM：  http://www-03.ibm.com/systems/z/connectivity/products/fc.html 

 

■製品ホームページ 

・「SANRISE シリーズ」ホームページ： http://www.hitachi.co.jp/sanrise 

 

■商標注記 

・記載の会社名および製品名は、各社の商標もしくは登録商標です。 

 
■取り扱い事業部・照会先 

  株式会社 日立製作所 情報・通信グループ 

RAID システム事業部 事業企画本部 製品企画部 【担当：島田、田渕】 

〒２５０－０８７２ 神奈川県小田原市中里３２２－２ 

電話：０４６５－４９－１１１１（大代表） 内線５７３９、５７８８ 
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■添付資料： 検証環境（*1） 
 

検証環境 

日立ストレージシステム 日立 SANRISE シリーズ 

（海外製品名：TagmaStore シリーズ） 

・SANRISE Universal Storage Platform 

・SANRISE Network Storage Controller NSC55 

CPU System z9 Enterprise Class  

eServer zSeries (z800, z900, z890, z990)   

9672 G5およびG6               

OS ・z/OS V1.6 and z/OS V1.7 

・z/VM V 5.2.0 

・Linux for System z 

2005年12月 

検証完了 

拡張機能 ・PPRC(*2)  on ESCON and FICON (non-GDPS環境) 

・XRC(*3) (non-GDPS環境) 

・NPIV(*4)  on FCP 

・MIDAW(*5)  support on FICON 

OSおよびGDPS ・z/OS V1.6 and z/OS V1.7 

・GDPS V3.2 and GDPS V3.3 

IBM メ イ ン

フレーム 

2006年8月 

検証完了 

機能 ・GDPS/PPRC HyperSwap Manager 

・GDPS/PPRC 

・GDPS/XRC 

接続 Enterprise System Connection™  (ESCON®) 、 Fiber 

Connection (FICON®) 、ファイバチャネルプロトコル

（FCP） 

(*1) 正式な検証完了レター、制限事項につきましては、本文に記述のURLを参照下さい。 

(*2) PPRC   ：Peer-to-Peer Remote Copyの略。同期ミラーリングを可能にする機能です。 

(*3) XRC     ：Extended Remote Copyの略。非同期ミラーリングを可能にする機能です。 

(*4) NPIV    ：N Port ID Virtualizationの略。LPAR（論理分割機能）や仮想マシン上のオペレーティング・システム・イメージ間でFCPチ

ャネルを共有できるようになります。 

(*5) MIDAW ：Modified Indirect Data Address Wordの略。チャネル、ディレクター、制御装置のオーバーヘッドを低減することができま

す。 

 

以上 

 



------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
このニュースリリース記載の情報(製品価格、製品仕様、サービスの内容、発売日、 

お問い合わせ先、URL 等)は、発表日現在の情報です。予告なしに変更され、検索日と

情報が異なる可能性もありますので、あらかじめご了承ください。 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
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